
モノづくりを支える設備
～大切なのはサポートと信頼～
　西日本最大級規模の熱処理工場であ

る福山熱煉工業株式会社は、6工場の

うち高周波熱処理に特化した千田工場

（広島県福山市）では保有設備の5割

以上が、富士電子工業株式会社のもの

だ。しかし20年前は、富士電子工業の

設備数は全体の3割にも満たなかった。

他社の設備より高額だったことが、理由

のひとつだった。ではなぜこの20年で導

入割合が伸びたのか。

　当時で10年ほど疎遠だったが、あら

ためて足を運ぶようになった富士電子

工業に対して相談を重ねると、具体的

な提案が返ってくる。それならば、と少し

ずつ設備を購入するようになった。北田

工場長は「高周波熱処理の設備は管理

が大変なので、まずは設備が壊れない

ことがありがたい。会社の信用のために

は不具合が出ないことが一番大事です

から。初期費用は他社より高いですが、

トータルで同じくらいの出費となりま

す」と言う。実際に千田工場でも、40年

以上前の富士電子工業製設備が今も現

役で稼働している。また、メンテナンス

が良いことも修理費が嵩まない大きな

理由だ。問題が起きても、電話でのやり

とりだけで解決することが多い。定期的

に訪ねて会社の状況を理解しているこ

とと、設備を設計したチームがメンテナ

ンス対応をしているからだ。理解と対応

が速いことが信頼に繋がっている。

　設備を導入するたびに建て増しを行

い規模を広げ、まもなく7拠点目となる

加西工場（兵庫県）が稼働する。河田社

長は「図面さえあればお客様の要望に

合わせて前処理から始まり、真空・浸

炭・高周波など適した焼入れ方法を提

案している。中でも浸炭焼入れの工場

は20年前から完全自動化を構築してお

り、当時も話題になった。また今夏には

千田工場に増産用の焼入れ設備を新た

に導入。マグネットセパレーター、オイル

スキマーに加えサイクロンフィルターを

オプションで取り付け、焼入れ水をより

綺麗な状態に保つ工夫を作業環境に合

わせて追加した。　

　工場に合わせた設置導入にあたって

は、北田工場長いわく「うちから富士電

子工業様への注文は厳しい」。ひとつミ

スをしたら何百万もの損失が出るうえ、

汎用で使う設備なので注文は多くなる。

それについて河田社長は「当社のノウハ

ウを理解したうえで調整し、納品いただ

いている。過去にも、熟練の職人がスト

レスなく新設備を使えるよう操作盤は

従来のままにするなど、要望に沿って臨

機応変に対応してくれるので信頼してい

ます」と、スムーズな導入により関係を

構築している。

　今後は少子化とIoT化にともない、不

具合の原因を判断できる人材も少なく

なるだろう。AIなどへの期待が高まる

中、10月から予知保全に力を入れたサ

ービス『FD-ioT』が富士電子工業で製品

化される。最終的には壊れる前に自動

で判断するなど、不具合を未然に防ぐ取

り組みが、モノづくりの未来を支えてい

くだろう。
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スマートファクトリー化で金型レスの新サービスを創出

スマートファクトリーに注目！スマートファクトリーに注目！

　クラフテックオカモトは、創業60年

を誇る総合金属加工メーカーである。

今年、同社にとってはじめての新サー

ビス「クラフテック金型レス長期量産

サービス」を提供開始した。新サービ

スはお客様から事前に図面を提供して

もらいお客様が金型を廃棄または破

損した状態でも金型レスで最長10年

継続して製品を提供するサービスであ

る。 

　このサービスを社内開発するにあた

り二つの基盤があった。一つはクラフ

テックオカモトが業態転換をし続ける

中、社内で更新され続けてきた製造品

質規格「クラフテックワン」であり、も

う一つは工場内のスマートファクト

リー化である。クラフテックオカモト

の前身は弱電メーカーのプレス部品を

手掛ける量産工場である。リーマン

ショックを機に、業態転換を決意して

全ての鍛圧機を手放し、レーザー・パ

ンチ複合機などの大規模な設備投資

を断行し量産プレス業から板金業に

変化を遂げた。一般的な板金工場の

場合、月産1万個量産という経験がな

いため生産数が増えると効率が下が

る。これは組織規模の大小に関わらず

板金屋、プレス屋という業態の違いで

あり、しかたがないことではあるが、ク

ラフテックオカモトは元量産プレス工

場としての考え方がベースにあり、少

量多品種から大量生産まで対応でき

る品質管理マネジメントが「クラフ

テックワン」なのである。

　岡本太郎社長は語る。「クラフテッ

クオカモトは、過去二度の大改革を経

験している。一度目は旧組織、渡邊プ

レスから岡本グループへの強制的な構

造改革、例えるならばいわば黒船来襲

と開国、二度目はリーマンショックで

の板金業への変革これは敗戦による

業態変革。そして三度目の今回は製造

サービス業としての変革。製造サービ

ス業になるには、いままで正確に取得

してきた工程ごとの原価改善をリアル

タイムに進める必要がある。そのため

スマートファクトリー化は必然だっ

た」

　岡本太郎社長は続ける。「設備の見

える化をスマートファクトリーという考

え方もあるが機械の稼働率など意味

がない。生産計画の精度をあげる必要

もない。製品工程毎の作業時間を取

得し、現場や営業部門にフィードバッ

クが継続してできるようにしただけ

だ」

「機械の加工時間は短いが、設変によ

り後工程が平均何分増えているので

見積金額の調整が必要では?」。製造

会議などで製造部門から営業部門にこ

ういったフィードバックを具体的にす

るにはそれなりの準備がいる。クラフ

テックオカモトは一年かけて製品工程

比較システムを完成、製品工程毎に実

作業時間と見積書の工程時間を常時

評価できるシステムがあるので実績

データをもとにコスト削減をメーカー

と一緒に考えられる。

　オープンイノベーションを信奉する

岡本太郎社長はメーカーからベン

チャー企業まで毎年多数の工場見学

を受け入れている。「防疫対策は万全

なので安心して来工してほしい」と

語った。
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